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渡部周子
1 , 按じめに
本論文は ､ これま で余 り考察され て こなか っ た ､ 黒 田清輝の 作品《樹蔭》(明治三十
一 年)
( 図1) につ い て解釈を試みる もの で ある｡
《樹蔭》 に つ い て 論じた先行研究 につ い て は ､ 管見の 限り で は ､ 山梨絵美子氏の 論考が
挙げられる の みで ある ( 1)｡
山梨 氏は ､ 《樹蔭》 が文学テ クス ト を背景と して成立 した と解釈 し ､ ラ マ ル テ ィ
ー ヌ の 小
説 『グラジ エ ラ』 をテク ス ト として 指摘した ｡ こ の 小説は黒田の 愛読書 で ､ 漁村 の貧 しい
乙女ダラ ジ エ ラ と都市 の市民 階級の 青年 との悲恋 を措 い た もの で あり ､ 作中ヒロ イ ン の 乙
女柱 百合の 花に馨喰され て い る｡ 山梨氏は黒田に と っ て ､ 百合 とは グラジ エ ラの よ うな純
朴で 素朴な ､ 理 想化され た女性像 を象徴する花 で ある と解釈 した ｡ 更に , 山梨氏は こ の物
語 と黒田自身の フ ラ ン ス で の 恋愛体験との 類似 を指摘する ｡ そ して ､ 黒田 は ダラ ジ エ ラ に
象徴 され る都市化 されな い 女性像 を , 自身の 恋人 マ リ
ー ･ ビ ョ - の 中に も認め た の で はな
い か と指摘 した ｡ つ ま り , 百 合柱 ダラジ エ ラを象徴 し, 同時にフ ラ ンス で の 恋人 マ リ
ー ･
ビ ョ - を も想起す る花なの で ある と山梨氏は解釈 した ｡
しか し､ 未だ 《樹蔭》 に関 して ､ 充分 に議論が 尽され て い る とは言い難 い ｡ 従 っ て , 杏
論は 《樹蔭》 の 図像を解釈する事 によ っ て ､ 黒田 の 明治三 十年前後の ､ 芸術観 につ い て 考
察を試み るもの で ある ｡
2 《樹蔭》 につ い て
Ⅰ 《樹蔭》 の 制作の 過程
黒 田が 《樹蔭》 の 制作 を行 っ た の は ､ 明治三十
一 年六月か らであっ た . 久米桂
一 郎宛
の 六 月 二 十四 日付 の書簡に は ､ ｢ 一 両日 ようや く天 気が 好くな つ た の で 景気づ き四十号を
一
枚今 日か ら始めた Sn]
.
et(主 題)は 日舎娘が 草原で ね こ ろんで ぐみ の実 をちぎつ て居る処だ
(2 )+ とある ｡ 〈樹蔭》 の サイ ズは ､ 縦 78セ ンチ横 93. 7 セ ンチ で ある ｡ また ,
'r黒田子爵
追悼座談会+ の 中で , 和田英作 は こ.の 少女 の モ デル は ､
｢柳屋 の つ うちや ん+ で ある と述 べ
て い る (3 )｡ 《樹蔭》 杜 ､ 明治三十 一 年の 白馬会第三回展 に出品され た ｡ また ､ 1 900( 明治
三十三) 年の ､ /iリ万 国博覧会に出品され た o
《樹蔭》 に描か れた画面中央 の 少女は , 緑色の 草原で寝転が っ て い る ｡ しか し画 面をよ
く観察す る と､ こ の 草原が 傾斜地で ある事が分か る ｡ また ､ 少女は画面右手の グミの 実 に
下方か ら手を伸ばして い る o しか し ､ 下肢は画 面左側を向き , 上 体と下半身が 反対 の方向
を 向い て お り ､ 不安定な ポ
ー ズを取っ て い る と言える ｡ 少女は足を 開き ､ 関節 を曲げ､ 足
の 指 を折 り曲げてお り ､ 何か に対 して あらが っ て い る か の ような ､ どこ か硬直した か の よ
うな姿勢を取 っ て い るo
こ の 少女 の ボ ー ズは ､ 奇妙な もの で ある と言える ｡ 傾斜地で ､ こ の ような不安定なポ
-
ズで寝転がれ ば, 少 し油断 したなら ば転が り落ちて しまうだろう ｡ い っ た い ､ なぜ黒田は
こ の ような不自然な ボ ー ズで , 少女 を傾斜地に横たわ らせたの であろうか ｡
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Ⅱ 横臥する女性図像 の 源泉
《樹蔭》 の 横臥する 女性像 の 発憩源に つ い て , 先行研究者は どの よう に考察 して き た の
だろうか ｡
黒田は 《樹蔭》 の 他 に も横 臥す る女性像 を複 数描い て い る ｡ 例え ば､ 《夏 (野遊び)》( 明
治二 十五 年) ( 図2)《花野》( 明治三 十七 年 一 大正 四 年)(囲3)《野辺》(明治四 十年) ( 図
4) を挙げる事 が出来る . 横 臥す る女性 とい う 構図を , 黒 田が師 である ラ フ ア エ ル ･ コ ラ
ン の 《花月》(1886) ( 図5) か ら学 んだ とい う事 は , 既 に指摘 さ れ て い る所で ある ( 4)0
また , 黒田 の 《樹蔭》 の横 臥す る女性 を描い た 他の 作品は平地で安定 したポ ー ズを取 っ て
お り ､ 確か に師コ ラ ンの 作 品 と構図の 類似が認め られ る ｡ しか し , 《樹蔭》 の 女性像は ､ そ
う した コ ラン の 一 連 の 横臥す る女性像 に比 べ ､ 不 自然な ボ ー ズを 取 っ て い る と言 える . で
娃なぜ ､ 黒田は こ の よ う なポ ー ズの女性像 を描い たの か (5 )｡
本論で は ､ 新た に 《樹蔭》 の 構想 の 霊感源 と して ､ ル - ヴル 美術館所蔵 の ド ラグ ロ ア の
《オフ エ ー リア の死》(18 44) (図6) を提示 した い (
6)
｡
肘 を折 り曲げ花束 を露な胸 に抱え たオ フ エ ー リ アほ ､ 今 し も小川 の 流れ にさ らわ れそ う
にな っ て い る ｡ 小川 の 流 れ に逆らお う と ､ オフ エ ー リア は ､ どう に か小 枝に掴ま っ て い る o
足先は既に水 にさ らわ れ て し まっ たが ､ 足の 爪先は水 に抵抗する よ う. に内に曲げられて い
る ｡ 内に曲げた足 の 指や ､ 曲げられ た膝 の 角度 ､ 緩やか に 開い た 両足の 間で 経る白い 衣 の
襲が , 《樹蔭》 の 少女 の ポ ー ズ と類似 して い る ｡ 薄衣を水 にさ らわ れ ､ 胸を露 にされたオフ
ェ
- リ アの 着衣柱 ､ 浴衣 と い う形 で翻案 され うる要素が ある とい え る o ま た, オ フ ェ - リ
ア の 胸に抱かれ た赤 い 花束 の 鮮烈なイメ ー ジが , 黒田 の 作品の 中で グミ の 赤い 果実 と して
転化 したと考えう る｡
黒 田清輝は ､ ドラクロ ア を好み ､ ｢ドラク ロ ア+ ｢ドラク ロ ア の 画壇+ とい っ た評論を書
い て い る (7)｡ 黒田 の ドラ ク ロ ア愛好 を考え れ ば, 作 品の 霊感源 と して 充分に考え う る で
あろう ｡
しか し ､ なぜ こ の 不安定 な姿勢 で オ フ ェ - リ ア の ご とく転落 に晒され て 傾斜地 に身を置
く少女の 傍 らに ､ 百合が描 か れたの か ｡ 少女は ､ なぜ ダミ に手 を差 し伸ば して い る の で あ
ろう か B そ して ､ オフ エ ー リ アは愛 に殉 じる乙女 で あり , 死 と共 に連想され る画 題である ｡
田園の 乙女 とい う ､ 牧歌的な情景 に対 し て , なぜ こ の よう な悲劇的な場面か ら構図 を得た
の で あろうか ｡
また ､ 黒田が ドラク ロ ア の 作品を霊感源 に選択した事に ､ 含意は あっ たの で あろうか ｡
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Ⅱ 素意画 の伝統 一 白百合 の象徴 一
束実 と百 合の 間 で横臥する女性表象は∴ 寓意画 の 伝故 に-の っ と っ たもの と解釈す る可能
性を含 んで い る ｡
西洋 にお い て ､ 十 九世紀 には ､ 悪徳 と美徳の 間で 揺れ 動く女性 が寓意画 と して描か れ い
l
る ｡ そ して ､ 女性の 美徳 とは純潔 を指すが ､ 純潔の 喪失 とい う誘惑 に揺れ動く ､ 女性像が
描か れて い る ｡ 作例 として ､ イギ リス の 画家ミ レ ー の 《悪徳 と美徳》(1853) ( 囲7) をあ
げる事が で きる ｡ ま た , 西洋で は女性の 純潔の 喪失 は ,寓意画 の 主題 として描かれ て きた ｡
フ ラ ンス で は十八世紀の 画家 で はあるがグル ー ズの 《割れ た卵》(1 756) (図 8) や ､ 十九
世紀で はブグロ ー の 《割れ た笹-3) (18 91) (図9) を挙げる事が で き よう. この よう な寓意
画 は , キリ ス ト教倫理 に基づ い た もの で あ り ､ そ して近代社会 の 中産階級道徳の価値観に
よ っ て描か れた ( 8)｡
白百 合は ､ キ リ ス ト教絵画 で は純潔を象徴する
(g)
｡ グミは ､ 西 洋で サ クラ ン ボ, 毒 がそ
う で ある ように ､ 官能性の 象徴 と して の 赤い 実で ある と考 えられ る ｡ そ して ､ 《樹蔭》 の 百
合 と果実の 配置 は ､ 白い 百合の 精神性 と赤い 果実の 官能性を対比的に寓意する事を 意図し
て い た と考 えられ る ｡ そ して 少女 は ､ 明らか に白百合の 精神性 と赤い 果実の 官能性の 狭間
に置かれ て い る ｡ そ して ､ 果実は ､ 原罪の 果実がそ う で あるよう に堕落 へ の い ざない とい
う解釈の 余地 を含む ｡ 少女が ､ 道徳的 ･ 倫理 的な花で はなく ､ 口 に甘い 官能の 果実 へ と誘
われ る ､ まさ にそ の 瞬間を描い て い る と解釈する余地があるの で はなか ろうか ｡
･
だが ､ こ の 女性像 を ､ 単に純潔の 喪失を寓意 して い る と見る の は
一 面的な解釈に過ぎな
い ｡ 筆者は , 《樹蔭》 には , 重層的な寓意が意図され て い る と考える ｡
先に述 べ たように , 山梨絵美子氏は , 黒田 にと っ て百合とは ､ ダラジ エ ラ の ような 都市
化されな い 純朴な女性像 を象徴して い るの だと解釈 して い る｡
しか し､ 本論文で は ､ 新たに黒田が白百合を ｢芸術+ の 象徴 と して用い て い た のだと い
う事 を指摘したも1｡
黒 田が 《樹蔭》 を描く以 前か ら ､ 美術を花 として替噛する とい う事が行わ れて い た ｡ 明
治二 十二 年発刊の 『国華』 にお い て , ｢美術 ハ 国ノ精葦ナリ+ ｢近世二 至 マ テ墨林ノ百花錦
ノ如 シ梅花ノ清痩 , 牡丹の 富農 ､ 燦欄相映尊シテ千 年ノ 史乗 ヲ芳艶ナラシ メタリ是実 二 歴
朝仁聖洪恩ノ徐滞ニ シテ 而 シ テ我力先民ノ精ヲ抽キ華ヲ琴 メタル モ ノ ナリ+｢美術ハ 文化 ノ
芳花ナリ花春二 逢テ 将二 開カ ン トス
(,1 0 )+ とあ る ｡ また 明治二 十 一 年発刊の 『美術園』 で
は ､ ｢泰西美術の 偉人 を以て す恰 も是清麗な る楼花の傍ら に妖艶 の 番蕨花を移植せ しが如 し
(ll)+ とある ｡
だが ､ 黒En ま樫や 梅や 牡丹で はなく ､ 日本 の ｢伝統的+ な象徴体系,に見られな い-
(1 2 '
､
白百 合を ｢新しい 芸術+ の 象徴と して 用い たの で ある o 西 洋で 百合 臥 純潔を象徴し ､ チ
ェ
ー ザ レ ･ リ ー バ の 『イ コ ノ ロ ギア』 で は ｢美+ を象徴 し ( 図1 0)
(13)
､ 更 にフ ラ ンス 国
J家の 象徴で もある ｡
そ して何よ り′も重 要な事 は ､ 黒 田自身が編集人と して 関わ っ た､ 明治 二 十九年発刊の 雑
誌は 『白百合』 と銘打たれ た ｡ また , 表範絵には ､ 久米桂 - 郎によ っ て , 黄色に縁取ら れ
た 青地の 上 に白百合が描かれ た.(図 1 1･)｡. 白百合 の発刊に際 し ､ 東京帝国大学数授 ミ シ ェ
ル ･ ルポ ンか ら祝辞が寄せ られ た ｡ そ して ､ ルポン の フ ラ ンス 語に よる祝辞は 日本語 に翻
訳 され た｡
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r白百合とい う此微妙純白な る題 号は ､ 足下が才筆を以て先づ ｢椿姫+,の 翻訳 を載せ.ち
るる此雑誌の 表装 に よ りて ､ 必ず多少濁流 の 凡俗 を驚かすなる べ し - I ‾･ 然れ ども足下
は拾 も乙女 の 無識なる が如 く ､ 未 だ知 られ ざる文学を彼等 に開き , 又 彼等の 花園の 尤 も咲
き匂 へ る慮 に彼等を導 くな らん , 白百合 の 咲初む る と共 に+ 彼等は足下の 親切な る導 き に
より七､ 尤も絶妙な る境に辿 る こ とを得ん ､ ( 略) 足下の 百合は仏国の 百 合 と等 しく ､ 高 尚
に優美に又寛裕な らん此花の 高く寛 く 日本の 思 潮の 上 に咲き乱れ て ､ 足下 の 先輩が微妙な
る筆にて も更に い く ぶん の 香芽を添 ゆるを得ん ｡ (1ヰ)+
ル ポンの 祝辞 は､｢あなた方が ､ 彼等 (日本人) に と っ て い ま だ殆 ど知 られて い ない フ ラ
ンス 文学を 開き示 そ う と し ､ あなたが たが彼等 (日本人) を私達 (フ ラ ン ス文学) の 花園
の 最も美しく花園く 場所 に導く の で す(15)+ と黒 田等 を激励する ｡ つ ま り ､ 百合 とは フ ラ ン
ス文学の 象徴で あり ､ 白百合が 日本 の 思潮 に咲き乱れ る事を願う とル ポ ン は述 べ て い る の
で あるo
更 に 《樹蔭》 の 制作 の 二 年後 ､ 明 治三 十四 年 の 白馬会絵画研究所編 『美術講話』 の 表祇
絵は白百合 がデザイ ン され て い る (図 1 2)｡ 『美術講話』 冒頭 の ｢『美術講話』･に題す+ に
お い て ､ 吉岡芳陵は 以下の よ うに記 して い る ｡
･｢世の 風潮は泰 西 の 峯術 を研究 し , 日本美術の 新世紀 を開か ん とする に傾けるに も拘わ
らず｡ 彼ら の 芸術 を史的に 説明し ､ 其 の趣味 を紹介せ る書物 とて は是迄 一 つ もなか っ た ､
其の 之 あるは 資に 『美術講話』 が噂矢 で ある . 彼 の 垂術 を窺ふ て 後始め て ､ 西 式に まれ東
洋式 にま れ 日本美術 発達 の途 に啓聾する所ある ぺ く ､ 膿 て は - 園の 峯術思想大に進み て今
日の裸鰻重苦情を夢 と物語 る秋 の来る べ き を信ずる ｡ (16)+
すなわち ､ 『美術講話』 は西洋 の 芸術 の 理解 を普及 させ ､ 啓蒙す る意図を持 っ て発刊 され
た の である o そ の 表概 の 装丁を ｢白百 合+ としたの は , ｢白百 合+ に よ っ て 西洋 の 芸術 を象
徴する意図があ っ たの だ と考 えられ る(17)ら
同じ明治三 十四 年 二 月 に発行 され た 『明星』 第十 一 号に は藤島武 こ によ っ て ､ 《日本に於
ける芸術 の 現在》( 図i3) 《日本に於 ける芸術 の 未来》(図 1 4) と題 され ､ また ｢風刺画
二 葉+ と副題された挿 図 が掲載 され た ｡ こ の 挿図 は , 『明星』 第 八号 で ､ 一 俵成美の 描い た
挿図の裸体が 風俗壊乱 と し て発禁処分 を受けた こ とに対する抗議の 意 を込め て 描か れ て い
る(18)｡
こ の 藤島の 挿図で ある が ､ 《日本に於ける芸術 の 現在》 に は ､ V O IL E N OI R(黒幕)の 前
･にI G NO R A N C EQU I A I M E L E S T細長温R 払(暗闇の 好き な愚か者) の 札を胸に 吊し ､ 19 00
と数字 の 入 っ た 台座 の 上 に 乗 っ た臭が縦長の 枠内にお さ められた もの で ､ 下部に FI GUR E
S YM B O LIQtJE D tJ P RBS E N Ti)E L A N U D IT孟J A P O N(日本に おける裸体画 の 現在に つ い て
の象徴画) とある ｡ つ ま り ､ 藤島は裸体画 を象徴画 と して 措い た の だ とい う事が分か る｡
女性 の頭部を 二 輪 の 白百 合が飾 っ て い る ｡ こ れ に対 して もう 一 方柱 《日本に於 ける芸術 の
未来》 と遷され ､ パ レ ッ トを持 っ た天 使連が 開けて い る暗幕 の 背後か ら , 女性の 顔 と足 が
天使 .によ っ て持ち上 げられ ､ 車 にさ れて い る｡ 女性の 髪 を 二 輪 の 白百合が飾 っ て い る ｡ 女
性の 載る台座に は r19､81+ と書き込ま れて い る(19)｡ 画 面右手 の 天使 は ､ 白馬会を象徴す る
Jiレ ッ トと (抑 ､ 勝利 を象徴する オ リ ー ブの 枝葉を持 っ て い る ｡ 女性 の 足 下には ､ 知 を象
徴す る兵と ､ 闇を好む者を寓意する煽煽が飛 んで い る ｡ 左下方の 灯明が闇 を照 らす ｡
こ の 藤島の 二 葉の 挿 図は , ｢裸体像+ をめ ぐる検閲 を観潮 し , そ うした 困難な状況下 にあ
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る ｢芸術+ を象徴した ｡ だが ､ 芸術 を寓意す る女性像の 頭部を飾る花と して 白百 合が選ば
れた の はなぜなの か ｡ そ れ は ､ 白百合が 未来の 芸術 ､ 即 ち ､ 新 しい 時代 にふ さわ しい ｢新
しい 芸術+ を象徴 して い たか らであっ たと考え られ る B
藤島の 師で あ っ た黒田 こそ が ､ 西洋的な象徴体系に属す花で ある とい ち早く認識 し ､ 白
l
百合 を新 しい 芸術 の 象徴 と して 採用 した｡ そ して ､ こ の 白百 合を ｢芸術+ とする象徴性は ､
白馬会内で共有され た(21)｡
3 ､ 結論 - 《樹蔭》 が貴意するもの -
こ こで ､ もう 一 度議論を , 《樹蔭》 の 解釈に戻そう ｡
黒田 の 西洋美術の 移植 に際する苦闘の 事例と して ､ 裸体画 をめ ぐる 一 連の 論争は あま
り にも有名で ある ｡
黒田が 《樹蔭》 を籾作 した 明治三 十 一 年は , 裸体画 の検 閲取 り締 まりが以前に増 して厳
しく なっ た年で あ っ た ｡ 黒日が 《樹蔭》 を制作 し始め たの は , 明治三十 一 年六月 で あ る ｡
これ に先立つ 明治三十 一 年五 月 に は ､ 黒 田の 裸体画 《智 ･ 感 ･ 情》(明治三十 一 三十 二 年)
(図1 5) を掲載 した事か ら , 『美術評論』 が発禁 とな っ て い る ｡ そ して また､ 『新著月刊』
が裸体画を掲載 した事で , 風俗壊乱で 告訴 されたの も同じく五 月であり ､ 黒 田は久米 ､ 井
上哲次郎 ､ 坪内雄蔵 と共 に鑑定人 に申請され た ｡ 裁判は五 月三十 日に行われ ､ 無罪判決と
な
L
? た(22)｡ 当時黒田 は ､ 日本社会の 芸術 に対する無理解に ､ 強い 不満をい だい て い た 時期
と考えられ る ｡
図像源 として黒田が ドラク ロ ア を用 い た事は既に指摘 したが , 黒 田は ドラク ロ ア を ､ ア
カデミ ー の 主流 を成す ク ラシ ッ ク派 と異なる画 風で あるた めに ､ アカデミ ー の 画家 ア ン グ
ル か ら嫌が らせ を受 け, 有 り余る才能を持ち なが ら同時代で は埋解され なか っ た不 遇の 画
家 として捉え て い たo
黒 田は ｢ドラク ロ ア+ と題す る論考を書い たが(23)､ そ の 中 で ドラクロ アの 略伝を次の よ
う に紹介 して い る ｡ 黒 田は , ドラク ロ アの 父は政治家で ､ ｢代議士 か ら後に国務大臣 ともな
り ､ 又馬蘭塞及びボル ド - で 知事 もや っ た こ と もある とい う位な 人だか ら ドラク ロ アも随
分裕たか に育 っ た(24)+ と述 べ て い る ｡ 黒田 の父清綱は ､ 東京府大参事 ､ 文部小楯を建 て 明
治八 年に元老院議官 を任 じ､ 明治 二 十年に華族に列 して 子爵を授けられ ､ 明治三十年 にほ
枢密院顧問官 とな っ た(25)o 従 っ て , 黒田清輝 とドラク ロ アは , 生 まれ育 っ た環境が類似 し
て い る と言 える ｡ 更 に黒田 と ドラク ロ ア は , 受けた教育も また類似 して い る ｡ 黒田 は ド ラ
ク ロ ア の教育の 過程 を次の よ う に述べ て い る ｡ ｢最初か ら画師に させ やう とした の で はない
の で ､ 矢藻 り普通の 人の 如く , 九歳の 時にリツセ ･ ア ン ペ リヤル (帝国中学)+ で 教育 を受
け ｢十九 歳の 時 ､ ゲ ラ ン (ク ラシ ッ ク派の 人) の 門人 にな つ た(26)+｡ こ の ､ 教育の 過程は
明治十七 年十七歳の 時 に法律を学ぶ ため に渡仏 し､ 留学後三年 目に画家の 道を選ん だ黒 田
自身の 経歴 と類似 して い る(27)o 黒 田は自身の 経歴 との 類似か ら､ ドラク ロ ア に親近感を持
っ て い た と考え られる o
更 に黒 田は ､ ド ラク ロ ア の 芸術が ､ 当時の フ ラン ス で理解 され えず, ドラ ク ロ ア は苦難
の 人 生 を歩んだ と紹介 して い る ｡ まず ､ 黒田は ドラク ロ ア の幼児 の時 にマ ニ ラの 街 で 出会
っ た ｢狂人+ か ら受けた 予言を 引用 して い る ｡ そ の 予 言 と柱 ､ 次の ようなもの で ある ｡ ｢此
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小児娃必ず有名な入にな る ､ 然し 一 生非常に忙 しく暮 し ､ 又非常 に世人 の 攻撃 に逢 っ て ､
尤も発苦 を しな けれ ばな らな い+｡ そ して 黒田 は , ｢是が ドラク ロ アの 人生 の 予言 にな っ た
様なもの で ある+ と述 べ る (2S'｡ 更 に ､ 黒田は次 の よう に述 べ て い る ｡
｢ドラ クロ アが ､ 其の 時代 にダ ヴヰツ ド派 の 牛耳 を執 っ た ア ン グル とい う人 な どか ら ､
如何 に厭な思 ひ を さ せ られ て ゐたか ､ 如何に敵視 され て ゐ たか とい ふ こ とを , 最も よく 証
明するの 臥 ドラ ク ロ ア の 晩年, 久 しき間病者 に就 て ､ 既 に危篤 とい ふ 重態 で あ る時,
丁度 ドラク ロ ア の 死 ん だの が ､ - 八 六 三年八 月十三 日 であ るが ､ 其の 四 五 日前 に ､ 帝室技
芸貞 の 団体 とで もい ふ ぺ き アカデミ ー ･ デ ･ ボ ー ザ ー ル か ら ､ 見舞 い の 使者が 来た ｡ 是は
失集り下女が玄関で 面会を 謝絶 した が ､ 其の 事 をあ とで ドラ ク ロ アが 聞い て ､ ｢随分彼の 人
達 臥 自分 を困ら せた り ､ 悪 口 したり して T 酷 い 目 に遭 はせ た が - I + と言 つ て 嘆息 し
た ｡ ドラク ロ ア が鯨終の 際に ､ 是丈 の こ とを言 つ た を見れ ば ､ 平 静如何 に不快な感情 を有
して い たか 分か らぬ の で ある ｡ (29)+
黒田は ､ ドラ ク ロ アの 略伝 を書く に際 し､ ドラク ロ アの 臨終の 場面を提示 する事 によ っ
て , ドラク ロ ア の 苦難 の 人 生 を特に強調 したの で ある ｡ こ の事か ら , 黒 田は ､ フ ラ ン ス に
おける ドラク ロ ア の 苦難 の 人生や, 同時代人 によ る ドラク ロ ア芸術 へ の 無理 解 を , 黒 田自
身が直面 し て い る 状況 と重ね 合わせ ､ 共感 して い た と考え うるの で はない か ｡ 例え ば 一 連
の裸体画論争 に代表 さ れ る よう に ､ 同時代人 に よる 自己 の 芸術活動 へ の 無理解 を ､ 当時の
黒田は十全 に味わ っ て い た ｡ 黒田 臥 当時の 日本の 芸術理 解の 状況 と重ね合わ せ て 共感 し
てい たので は ない か ｡
《樹蔭》 の 少女は , 百 合で は なく 口 に甘い グミの 実 に手を伸ばす ｡ 筆者は , 少女が精神
的な高遺さで は なく , 味覚 と い う感覚 の 歓びを満たす に過ぎない 甘 い果実 を運 ぶ と い う事
に､ 官能の 誘惑を選 び転落す る事の 危う さを寓意 して い る の だと考え る ｡ これ 臥 先 に述
べ た ､ 女性の 純潔の 喪失を寓意する西洋 の絵画 的伝統 を背景に して い る可能性 がある ｡
また ､ 高階秀爾氏は , 《昔語 り》( 明治三 十 一 年) (図 1 6) が 人 間の 五感 を象徴 して い る
の だとい う解釈 を行 っ た(30)｡ そ う で あるの な ら ば, <樹蔭>の 果実が味覚と い う感覚 を象徴
して い る とい う解釈は あながち極論 で はなか ろう ｡
そ して また , 三 輪英夫氏 は ､ 《智 ･ 感 ･ 情》 の 女性 の う ち ｢情+ の乱れ た 髪 に右手 をあ
て ､ 左手を梶部 に伸ば したポ ー ズが ､ ヤ ン ･ フ ア ン ･ エ イ ク の へ ン トの祭壇画 の 中の エ バ
から とられ た もの で ある と い う試論 を提示 した ｡ 三 輪氏は ､ 更 にに エ イ ク の ア ダム の ､ 右
腕を胸にあて る動作 が , ｢智+ に応用 され ､ 中央 の 不動 の ｢感+ は祭壇画 中央の 最後の 審判
の神から とられた もの で ある とい う試論を述べ る (31)o
果実の 誘惑に よ っ て 堕落する女性 と い う表象 は ､ 果実 に惹か れ る エ バ と通 じる事 か ら ､
《樹蔭》 の 女性 もま た 《智 ･ 感 ･ 情》 と同様 に ､ キリス ト教的な寓意 とい う点 で共通性 を
持 っ て い る と考え られ る ｡
だが更に議論 を進め るな ら ば､ 白百 合の モ チ ー フ の 解釈に よ っ て ､ こ の 少女が 象徴する
の 臥 黒 田が芸術活動 に対 して感 じて い た葛藤 だと考 えうる の で はないか ｡ 先 に紹介 した
よう に , 雑誌 『白百 合』 の 発刊 に際してル ポ ンか ら寄 せ られた祝辞 は ｢然れ ども足下は恰
も乙女が 無識な るが 如く ､ 未だ知 られ ざる文学 を彼等 に開き ､ 又彼等の 花園の 尤 も咲き匂
へ る虚に彼等を導くな らん (32)+ と翻訳され た ｡
邦訳文中で ル ポン は , あた か も乙女が何 も知 らない よ う に ､ フ ラ ンス 文学 を知 らない ｢日
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本人+ にフ ラ ン ス 文学 を開 こう と し ､ フ ラ ン ス 文学 の 花園の 最 も良く咲き匂う場所に導く
事 を激励する の で ある(
33)
｡ しか し ､ ｢日本人+ は ､ 簡単には 白 い 百合の 花園に導か れ よう
と しない o
《樹蔭》 の 少女は , 果実の 誘惑に負け､ オフ ェ - リ ア の よう に転落する危険に晒され た
l
姿 で描かれ て い る ｡ つ まり ､ そ の 意味す る所 は ､ 西洋の 芸術 の理 念を理解 で きない 当時の
日本社会の 有り様が重ね あわ され て い る とする ､ 新たな解釈 を提示 したも1｡
(1)山梨絵美子 ｢黒田清弊 と白百合の モ チ ー フ+ 『視る』 ニ 五八 , 平成元年｡ 山梨絵美子 ｢黒 田清輝 の
作品 と西洋文学+ 『美術研究』 三 四 九 , 平成三年 ｡ 山梨絵美子 ｢黒 田清輝 と公的な場の 絵画J 高階
秀蘭先生達磨記念論文集編集委員全編 『美術史の六 つ の 断面』 美術出版社 , 平成四年 ｡
(2) ｢蹄 の 跡 (5)+ 『光風』 二 の 三 光風発行所, 明治三十九年 , 所収 六 - - 六 二 貢 ｡
(3) ｢黒田子爵追悼座談会+ 『国民美術』 国民美術協会 , 大正十三年 ｡ 黒田清輝 『絵画の将来』 中央
公論出版社 , 昭和五十八年 , 所収, 三 一 七 貢 ｡
(4) 植野健造｢白馬会 と裸体画+ 『近代画説』 五 , 平成九年 , 一 四 - 三 二 貢｡ 高階秀蘭 ｢ジ ャ ポ ニ ス
ム の 里 帰り+ 『日本美術全集 第 二十 二巻』 講談社 , 平成三年 , - 六七 - - 七 三 貢｡
(5) 若桑 みどり氏は 『隠され た視線』 (岩波書店, 平成九年) におい て , 樹蔭に臥す女性 の構 図がク
ー ル ベ の 1856年 の 作品《セ ー ヌ河畔の 娘たち》と類似 して い る事を指摘して い る ｡ 更 に ､ 片 手をあ
げて腰 をひね っ て い る横臥姿 は同じく ク ー ル ベ の 1866年制作の《女 と凍鵡》と酷似 して い る と述
べ る o そ して傾斜 した大地 に斜めに横たわ っ た角度は ル ー ヴル にある 1528年頃制作 の コ レ ッ ジ ョ
の《エ ビテル とア ンティ オ ペ》に暗示を受けた可能性を指摘 して い る ｡ 黒 田 の 横臥する女性像は確
かに西洋の 図像と連な っ て い る ｡ し か し ､ 本論 では意味か ら見て ､ 黒田が特に好ん だ画家である
ドラク ロ ア の描 い た作品で ある , 《オ フ ェ - リ ア の 死》を図像の 源泉 として提示 したい ｡
(6)ドラク ロ ア の《オフ ェ - リ ア の 死》は , 油彩画と してル ー ヴル に所蔵 されてい るだけで な< ､ 『ハ
ム レ ッ ト』 の挿 図と して版画 と しても描か れて お り, 出版され て い る ｡ (橋秀文『ドラ ク ロ ワ と シ
ヤ セ リオ ー の 版画』 岩崎美術社 , 平成七 年, 六 八貢)
(7) 黒田清輝 ｢ドラク ロ ア+ 『美術新報』 第 一 巻 二 十号 , 童報社 , 明治三 十六年 一 月 , 六 - 七貢 ｡
黒 田清輝 ｢ドラク ロ ア の 画壇(- )+ 『美術新報』 第二 巻七 号 , 董報社 , 明治三 十六年六 月 , 一 貫 ｡
黒 田清輝 ｢ドラク ロ ア の 画壇(二)+ 『美術新報』 第 二 巻八号 , 圭報社, 明治三 十六年七月 , 一 貫｡
(8)荻野美穂氏は ､ ｢堕ちた女たち+(松村正 家他編 『英国文化 の世紀4民衆の 文化誌』 研究社 , 平成
八 年) の 中で ､ ヴ ィ クトリア朝で は ､ ピ ュ ー リタン の 伝統 と共に中産階級の 勃興 とい う状況の元
で , 厳しい性的モ ラルが要求 された と述 べ て い る ｡ 新興ブル ジ ョ ワジ ー は高い 道徳性や リス ベ ク
タビリテ ィ を , 階級的アイデ ンテ ィテ ィ の拠り所と して い た ので ある ｡ こ の 状況で は ､ ｢女性+ の
性 の規範からの 逸脱は､ 絶 えざる不安の 源で ある ｡ また､ リ ンダ ･ ノ ッ クリンは ､ ｢失掠と発見+
(『美術 とフ ェ ミ ニ ズム』 /てル コ 出版 , 昭和六十 二年) の 中で ､ ヴ ィ ク トリア朝にお ける堕落 した
女性 (性的に逸脱 した女性) ∴表象は､ 中産階級 の 女性 にと っ て唯 一 名巻な家族 の 中で の 娘 ･ 妻 ･
母 と い う役割 と対立 し､ 秩序 の破壊 を表象して い る と述 べ る ｡
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,
M irela Levi, 71he G w de n ofThe Re E ais s a m c e, Leo s, Fire且Z e, 0 1sdlki E ditor e, 1 9 7 7,p p.2 10-
22 0.
(10) 咽 華+ 咽 革』 一 号, 国華社 , 明治 二 十 二 年 , 一 貫 ｡
(ll) ｢緒言+ 『美術園』 一 号 , 天秀社 , 明治 二 十 一 年 二 月 , - - 四 貢 ｡
(12)日本で は近代に至 るまで ､r白百合 に特別 な象徴性を付与する と い う事は行わ れて い なか っ た ｡
確 か に ､ 古代にお い て は 『古事記』 『万 葉集』 の 中で , 百合は描写されて い るが ､ 以降近代まで文
芸上で は余 り用 い られる事 はなか っ た ｡ また､ 日本本州に純白の 百合は 自生 して い なか っ た｡ 近
世にな っ てか ら ､ 沖縄か ら本州に 白色の 鉄砲百 合が輸入 され ､ 普及する ｡ こ の影 響からで あろ う
か ､ 近 世には 俗謡等 に百合 は歌われて い る ｡ しか し､ 近代 に至 る まで ､ 百合は特別 に美 しい 花 と
い う地位 にある事は なく ､ まして や純潔な美 とい う象徴性は百合に 付与され て い なか っ た ｡ 白 百
合を純潔 とす る概念 臥 近代におい て キリス ト教 に基づく西洋文化 を受容した 事か ら形成 され ､
白百合を特別 に美し い花 とす る心性が培われる に至 っ たと考えられる ｡ (拙論 『明治国民国家 にお
ける ｢規範的女性像+ の 形成 - 白百合の 象徴性 の 受容の 一 側面』 千葉大学大学院文学研究科 , 修士
論文 , 平成十 二年)
(13)Ripa ･Ce s are,Zc - ologia, Tozzi, Pado v a, 1 6 18, p･ 38. 『イ コ ノ ロギア 』 とは , チ ェ - ザ レ ･ リ ー バ
に よる寓意擬人像 の集成で ある ｡ 初版は1593年で ある が､ 木版に よ る挿絵が加わ っ た の は､ 1603
年 の 改訂 版か らの 事 で あ る ｡ 以降芸術家 は 『イ コ ノ 口 ギア』 を参 照 に し ､ 寓意 の 典拠 と した ｡
(M cGrath, Elizabeth,
"
R ipa, Ces a r e
”
, T he D ictio n a ry ofArt･ M a cmi lla n, Ne w Yo rk,v o1 2 6(1 99 6),
pp.4 15
-4 16.
(14)ミシ ェ ル ･ ル ポン ｢白百合+ 『白百合』 一 巻 , 盛文堂 , 明治 二 十九年 , - - 三 賞｡
(15)ミシ ェ ル ･ ル ポン 前掲資料 ｡ なお ､ ｢然れ ども足下 は拾 も乙 女の 無識なるが如く , 未だ知られ
ざる文学を彼等 に開き, 又重量の 花園の 尤も咲き匂 へ る虚に彼等を導く ならん+(下線筆者)と翻
訳されて い るが ,
輔
vo us al 1e zle u r - vrir q n elitte ratu r equi, pou r t u x, es tenc o repre squ evie rge;v o usles
pro m eAe r eZ a
L
tra v erslespln s e xquise sflofaison sde 地 ]
･
a,din .
”,(T 線筆者)とある の で ､ ｢私達+ と
はルポン に と っ て の 私達な の で あるか ら , ｢フ ラ ンス文学+ を指すと考えられる ｡ したが っ て , 正
しくは ｢あなた方が , 彼等 (日本人) に と っ て い まだ殆ど知 られ て い な い フ ラ ンス 文学を開き示
そう とし , あなたがたが彼等 (日本人) を基数上乙乏主星星空Lの 花 園の 最 も美 しく花開く場所
に導く の です+ (下線輩者) と訳すと考 え られ る ｡ また ､ 翻訳者 臥 ルポ ンの フ ラン ス 語に よ る原
文の
"
prcsqu e vie rge
' '
を ｢い まだ殆 ど知 られ て い な い 文学+ と訳す べ き所 を ｢無識な乙女+ と訳
したと考え られる ｡
(16) 白馬会絵画研究所編 『美術講話』 常書房, 明治三十四年 , 五 - 大貴 ｡
(17) 犠 術音 削 には ､ 大 天使ガブリ エ ル が白百合を携え マリア の 元 に訪れ る受胎告知 の 場面を描
い たロセ ッ テ ィ の《幼児の マ リア》 @JC C eAn cila Do mini!) が掲載されて い る ｡ こ の ロ セ ッ テ ィ の
作品が発想源 とな っ て い る 可能性も無視で きな い で あろう ｡ 即に 中村義 一 氏 の 『近代日本美術の
側 軌 (造形社 , 昭和五 十年) や高階秀蘭氏の ｢黒田清 掛こおけるオ ラ ンダ とイ タリア+ (『近代画
説』 三 ･ 平成六年) で 指摘 されて い るよ うに ､ 黒 田 は明治三 十二 年 ､ 白馬会絵画研究所で ｢第十
五世紀フ ロ ラ ンス 画派+ と い う講演を した ｡ こ の 講演は 『美術講話』 の 中に収録され たが ､ 黒 田
は こ の 講演 の 中で次 の ように述 べ て い る ｡ ｢先 日岩村君の 話に ｢プレ ラ フ ア エ リス ト+ と云 う事を
云われたが ､ そ れは見帽 此 の 時代を元 に して研究仕た画家の 事です ｡ こ れは 中々 甘い 所に気が附
いたもの で ､ 是か ら 日本で の洋画 を新た に入れて 往くには ､ 矢茸此 の 時代 を手本に した ら 一 番宣
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か らう と思ひ ます+ ｢英音利斯 の 人が ､ 此 の時代に日を着 けてやつ た の は , 実 に甘 い 所に気が附い
た と思い ます｡ 私なども斯様な所をねら っ てや つ て 見度い と考え ます+ (『美術講和』 四五 - 四 六
貢)｡ こ の 言説か ら , 黒 日がラ フ ァ エ ル 前派 を日本の 洋画界が見習う べ き先達と見な して い る事が
分か る ｡ したが っ て , ラ フ ァ エ ル 前派の 画家 ロ セ ッ テ ィ の ､ プ レ ･ ラ フ ア エ ル の 様式 を模した ,
一
重母 と白百合 とい う図像 は , 黒 田や他の 白馬会の 会員が考えた ､ 目指す べ き芸術の 一 形態で ある
と考える事がで きる ｡ しか し ､ 筆者は 百合は 一 つ の ソ ー ス から採択された意匠で はなく ､ 純潔な
美 とい う概念そ の も の が日本 の ｢伝統+ 文化 と異質なもの で あり , ( なお純潔とい う概念の 受容に
つ い て は文学研究 におい て主 に議論され て い る所であり , 例 えば佐イ削憤子氏の 『｢色+ と ｢愛+ の
比較文化史』 (岩波書店, 平成十年) に詳 しい) それゆえ に , 白百合 は､ ｢西洋+ の 美を鮮烈に象
徴 しえた のだと考え る ｡
(18) 植野健造前掲論文 (註4参照)｡ 隠岐由紀子 ｢日本洋画 の世紀末 一 黒 田清輝 と ス ー ラ ､ クリム
ト, ホドラ ー と の 同時代性+『国文学 一 解釈と教材の研究 -』四十巻十 一 号, 拳燈社 , 平成七年 , -
- 六 - - - 七 貢｡
(19) 中村義一 氏 は ､ ｢ 一 九0 0 年と千九百 一 年 の へ だた りを ､ あきらか に別の 時代 の もの とする ､ 藤
島みずか らの 位置の 自己措定や ､ かなり勢い こんだ意識 とい っ たもの を ､ う か がう こ とがで きる+
と解釈 して い る ｡ (『近代 日本美術の 側面 一 明治洋画 とイギリス美術』造形社, 昭和五十 一 年 , 二 六
八貢)
(20) 植野前掲論文 ( 註4参照)｡
(21)『明星』第十 一 号 の 藤島の 挿図の他 にも､ 白馬会の 画家は白百合を挿図として多数描い て い る ｡
『明星』 第三 号 (明治三十三 年六月) の 一 俵成美 によ る , ｢M Y O J O+ と記された書物 を背景に ､
白百合の 花 に蛇が巻 き付い た挿図 ｡ 『明星』第六 号( 明治三 十三 年九月)の 表就絵は, - 候成美が ､
白百合を宇に した上半身裸 の ミ ュ シ ヤ 風 の 女性 を描 い た｡ 同じ第六号 (明治三 十三 年九月) の ミ
ュ シ ヤ の サ ラ ベ ル ナ - ル を描 い たポス タ ー を基に し髪に 白百合の 花を飾り付け真珠 の額飾 りと ♀
と記 された星を頂く女性像 に ｢M Y O J O+ と書き加えた作者不詳の挿絵は､ 以降度々 レイ アウ トに
用い られる ｡ 『明星』 第十 一 号 か らは , 藤島武二 が ､ 髪 に白百合の 花 を飾り額に♀ と記された星を
頂くミ ュ シ ヤ 風 の女性像 を描い た ｡ ま た , 『第 二 明星』 は明治三 十五年六月 ､ 『白百合』 と改題す
る . 社告 によ る と ､ 『第 二 明星』 を廃刊 し､ 従来 の 主事で ある ､ 新文芸の 趣味を鼓舞 しさ らに拡束 ､
実行するた め新 しく 『白百合』 を創刊する とある ｡ 『白百合』 は 一 号発刊 され たの みで ､ 旧名 『第
三明星』 に復 して い るが ､ 輝か し い 星 ｢明星+ より も､ 一 層新 し い文芸を象徴す るもの と して ｢白
百合+ を採択 したと い うこ とを示す事例で ある ｡ 更に 明治三 十六年十 一 月 に 『明星』 か ら独立 し
た文学者 を中心 として創刊された ､ 東京純文社の 雑誌 『白百合』 の 表巌絵は ､ 白馬会の 画家和 田
英作に よ っ て白百合を身に纏う女性像が描か れ た｡ 画家 と文学者は共通して ､ 白百合を ｢新 し い
芸術+ の シンボル として共有 して い たと考 えられ る . 高階秀爾氏が r黒田清輝+ (『季刊芸術』 一
巻 二 号, 季刊芸術 出版 , 昭和 四十二 年七月 ｡ 『日本近代美術史論』 講談社 , 昭和四十七年 , 所収)
で述 べ たよ うに ､ ｢構想画+ の 理念はタブロ ー と して 柱根付き得なか っ たの か もしれな い が , 元来
コ ンセ プチ ュ アルな文学作品の挿図と して独自の 発展を遂げたと考えうる ｡
(22) 後藤宙外｢正 岡子規 と裸体画事件+ 『明治文壇回顧録』 岡倉書房, 昭和十 一 年 (『明治大正 文学
回想集成 8』 に復刊 , 日本図書セ ンタ ー , 昭和五十八 年 , - 四 七 - - 五 九貢)｡ 匠秀夫 ｢｢朝敵+
- 裸体画 問題 とそ の 前後+ 高階秀爾編 『全集 美術の なかの 裸掃12 日本の 裸婦』 集英社 , 昭和五
十六 年, 一 二 三貢 ｡ 中村義 一 ｢美術にお ける性 と権力 ー 裸体画論争+ 『日本近代美術史論』 求龍堂 ,
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昭和五十六年 , 七 九 乱 若桑み どり 『隠 された視線』 岩波書店, 平成九年 , 五 八 貢 ｡
(23)黒田清輝 ｢ドラク ロ ア+ , 六 - 七 貢 ( 註7参照)｡
(2ヰ) 黒田清輝前掲評論 , 六貢 (註23参照)｡
(25) 隈元謙次郎｢黒 田清輝の 業績 と作品+ 『黒田清輝作品集』 美術出版社 , 昭和 二十九年 , 三貢 ｡
(26)黒田清輝前掲評論, 六頁 (註23参照)｡
(27)陰里鉄郎 『黒 田清輝』 中央公論社 , 昭和五十年 , - ○ 三貢 ｡
(28) 黒田清輝前掲評論 (註23参照)｡
(29) 黒田清輝前掲評論 (註23参照)｡
(30) 高階秀蘭｢黒田清輝 と ｢構想画+ +『近代画説』 - , 平成四 年｡
(31)三輪英夫 ｢黒田清輝 ｢智 ･ 感 ･ 情+ をめ ぐっ て + 『美術研究』 三 二 八 , 昭和五 十九年 , ニ ー -
三 賞 ｡ 若桑み どり氏 は､ 『隠 された視線』 (岩波書店 平成七 年 , 七○ - セ 一 貫) におい て ､ こ の
三輪英夫氏の 試論 を受 軌 マ ザッ チ ョ の《エ バ》に形態の 一 層 の 類似性がある と指摘 した ｡
(32)ミ シ ェ ル ･ ル ポン (罷14参腰)｡
(33) 既に註15で述 べ たよう に ､ ルポ ン の 原文で 臥 フ ランス 芸術を知 らない 日本人 を ｢無識な乙女+
に馨唆する意図は なか っ た と思われる ｡
図版リス ト
図1 黒田清輝 《樹蔭》 明治三十 一 年, 個人蔵
図2 黒田清輝 《夏 (野 遊び)》 明治二 十五年
囲3 黒 田清輝 《花野》 明治三十七年 一 大正 四年, 東京国立文化財研究所蔵
図4 黒田清輝 《野 辺》 明治四十年, 個 人蔵
図5 ラフ ア エ ル ･ コ ラン 《花月》1 88 6, ア ラス 美術館蔵
図6 ウジ ェ - ヌ ･ ドラク ロ ア 《オフ ェ - リ アの 死》1 8144
,
ル ー ヴル 美術館蔵
図7 ジ ョ ン ･ エ ヴ ァ リ ッ ト ･ ミ レ ー 《悪徳 と美徳》185 3
,
ラウル ･ ミ レ ー ･ コ レクシ ョ
ン蔵
囲 8 ジ ャ ン ･ パテ ィ ス ト グル ー ズ 《割れた卵》17 56
,
メ トロ ポリ タ ン美術館蔵
囲9 ウイ リアム ･ ブグロ ー 《割れ た湛》1 891
図1 0 『イ コ ノ ロ ギア』 挿 図 《実の 寓意擬人像》 161 8
囲1 1 『白百合』 表耗絵 明治 二 十九年
図 1 2 『美術講話』 表祇絵 明治三十 四 年
図13 『明星』 挿図 《日本 に於ける芸術の 現在》 明治三 十四 年二 月
国I4 『明星』 挿図 《日本に於 ける芸術 の 未来》 明治三十 四年 二 月
図15 黒田清輝 《智 ･ 感 ･ 情》 明治三十 一 三 十 二 年, 東京国立文化財研究所蔵
図 16 黒田清輝 《昔蘇 り》 明治三十 ⊥ 年 周失
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